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文字は，人間同士のコミュニケーション手段として，日常生活に不可欠な存在であ

る．人間は，文字という形状を用いた共通ルールに基づき，意思伝達の手段を共有す

ることで相手に正確に情報を伝達することができる．日本の大多数の児童は，小学校

の 1学年から識字指導を受け文字の読み書き能力を身につける．小学校の通常学級で

は，識字指導の初期段階に文字を正確に書くことを重視しており，手本の文字を視写

する方法やなぞり書きなどの反復的な学習方法が主流である．しかしながら，通常学

級に在籍する一部の児童は，同じような学習環境を与えられても，他の児童と同様に

識字能力を習得することができない．このような児童の多くは，学習面に著しい困難

を示す学習障害児であり，そのうち読み書きに困難を示す発達性読み書き障害児であ

る．発達性読み書き障害とは，知能障害，感覚運動障害，注意力の欠陥などの症状を

示さないにも関らず，読み書き習得のみに困難を示し，生涯にわたって続く発達性の

障害である． 

日本語は，特に複数の字画で構成されている文字が多いことから，発達性読み書き

障害児は，字画が持つそれぞれの形状を一目で弁別することに困難を示す．近年，発

達性読み書き障害児は増加傾向にあり，通常学級の識字学習では，健常児，発達性読

み書き障害児を問わず同様の学習効果が得られる学習環境を整備，構築の必要性が求

められている．しかしながら，日本では，発達性読み書き障害児への教育的な施策は

確立されておらず，教師や家族が支援方法を模索しているのが現状である．また，発

達性読み書き障害児のための識字学習教材は，基本的に紙，プラスチックシートやデ

ィスプレイなど，二次元空間で構成される平面的な機材を利用しており，日本語で頻

繁に見られる多数の字画から構成された文字では，弁別が困難になりやすいという問

題点がある． 

発達性読み書き障害児は，読み書きに困難を示す一方で，特に科学や芸術のような

視覚に関係する分野において優れた能力を発揮している者が数多く存在する．そのた

め，発達性読み書き障害児は空間認知能力が高いと考えられている．もし，発達性読

み書き障害児の空間認知能力が高いならば，この認知特性を活かした文字呈示，つま

り，文字を立体的に呈示することで，文字構造を認識しやすくできる可能性がある． 

本研究の目的は，日本における発達性読み書き障害児の識字学習方法の課題を解決

するための人間工学的な支援技術を提案し，これらの支援技術の手法について，実証

的に検証することで，提案の有効性を明らかすることである．これによって，発達性

読み書き障害児の視覚と文字認識の関係に関する新しい知見を得ることである．支援

技術の手法は，文字の構造を分かりやすくするために，3 次元表示技術を基盤技術と

し，人間工学的見地から発達性読み書き障害児の識字学習を支援する立体視を用いた



 

識字学習支援方法を提案した．具体的には，本手法は，文字を字画ごとに分解し，筆

順の時間的なストロークを奥行き方向の空間的な情報に置き換えることで立体的に呈

示する方法（立体視文字）である．立体視文字の表現は，従来の識字指導では，覚え

やすさ，読みやすさ，書きやすさ等の観点から筆順に準じた書写に重点が置かれてい

るため，立体視文字も筆順情報に基づいた立体視文字とした．立体視文字による識字

学習支援方法を提案するにあたり，小児の識字学習に利用できる 3次元表示技術を用

いた立体視文字を設計し，発達性読み書き障害児における立体視と文字認識に関する

基礎的な検討と立体視文字の教育的な学習効果に関する応用的な検討をした．発達性

読み書き障害児の優れた空間認知能力に着目し，立体視文字による識字学習支援方法

を開発することで，日本における発達性読み書き障害児の識字学習方法の課題を解決

する知見を得た． 

本論文の構成は，序論を含め 7章からなり，各章の内容は，以下の通りである． 

第 1章では，序論として本研究の背景と目的，及び論文の概要について述べた． 

第 2章では，本研究の主たる背景となる発達性読み書き障害について，発達障害の

全体像から述べ，従来の発達性読み書き障害児の識字学習支援方法の問題を明らかに

した．また，従来の識字学習支援方法の問題点を解決するための方法を提案するとと

もに，関連研究の比較し本研究の位置づけを述べた． 

第 3章では，本研究が目指す発達性読み書き障害児のための識字学習支援システム

の構築についてその設定条件と立体視が発達性読み書き障害児の文字認識に与える影

響について述べた．まず，小児の平仮名学習に適した立体表現を行うため，視覚負担

の少ない 3次元表示技術を用い，両眼視差による立体視文字表現における奥行き位置

を確認した．次に，立体視が発達性読み書き障害児の文字構造の認識に与えている影

響を明確にするため，平面呈示方法の文字と立体視文字を比較した．さらに，立体視

文字において，色により文字構造の認識に影響があるかどうか立体視文字の単色と色

分けの比較を行い，字画の弁別に違いがあるかについて検討した．この検討結果によ

り，発達性読み書き障害児の文字構造の認識において，平面文字よりも立体視文字の

方が字画ごとの形状弁別を容易にすることを明らかにした．また，立体視文字の呈示

時における色の影響は，発達性読み書き障害児の文字構造の認識に大きな影響を与え

ないことを確認した． 

第 4章では，立体視文字の学習効果について，発達性読み書き障害児を対象とした

実証的な検討を行い，平仮名の識字学習支援システムを提案した．この検討結果によ

り，立体視文字を用いた学習は，全対象児において，学習後に書かれた文字の逸脱量

が減少し，学習後に書かれた文字が，学習前に書かれた文字よりもお手本の字形に近



 

いことを明らかにした．また，立体視文字による識字学習は，識字能力の向上に有効

であることを確認した． 

第 5章では，小学校の通常学級において，発達性読み書き障害児，健常児問わず活

用できる識字学習支援として，立体視文字ブロックを提案し，その文字構造認識につ

いて実証的な検討を行った．この検討結果より，立体視文字は，健常児においても文

字構造の認識がしやすいことが明らかになり，健常児の識字学習として有用であるこ

とを確認した． 

第 6章では，他言語の文字における立体視文字の応用性を検討するため，英語のア

ルファベットに焦点を絞り，アルファベットの識字学習支援システムを提案した．ア

ルファベットの識字学習支援システムを提案するにあたり，アルファベットの立体視

文字における文字構造の認識に関する実証的な検討を行った．この検討結果より，母

国語が日本語である健常者において，アルファベットの文字構造の認識は，平面文字

よりも立体視文字の方が認識しやすいことを確認した． 

第 7章は，本研究で得られた，以下の結論を述べた． 

本研究では，発達性読み書き障害児における従来の識字学習支援方法の問題点を解

決し，立体視が発達性読み書き障害児および健常児（者）の文字構造の認識に寄与す

ることを明らかにした．具体的には，立体視が小児の文字構造の認識に与える影響に

ついて，文字を立体的に表現することにより，発達性読み書き障害児および健常児の

文字構造の認識において，字画ごとの弁別を高めることを可能とした．また，発達性

読み書き障害児および健常児の文字認識において，立体視の影響は文字の記憶定着お

よび筆順の想起に有効性があることが分かった．さらに，立体視文字による識字学習

支援方法は，発達性読み書き障害児および健常児共に学習効果が期待でき，通常学級

における識字学習支援方法として有用であることが分かった．立体視文字の他言語へ

の適用について，英語のアルファベットに焦点をあて検討を行い，アルファベットに

おいても平仮名と同様の効果が期待でき，国際通用性の高い識字学習支援方法として

期待できることを示した．また，日本語以外の言語の立体視文字は，言語により正書

法や手書き文字における運筆の方向性が異なるため，それぞれの言語により立体視文

字の至適な奥行き呈示位置を調整することで有用であることを示した． 
立体視文字による識字学習支援方法の適用対象者は，本研究の対象者情報より，母

国語が日本語であり立体視機能が正常な者において適用可能であることを示した．空

間認知能力が高い者については，立体視文字の呈示において，筆順情報を基準とする

必要がない可能性があることを示した．
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